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■ lXA機種・デザイン

腰骨コンポーネントの回旋設置におけるアナトミカルデザインの有用性の
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はじめに

術中に適切な回旋位置に橿骨コンポーネントを設置する

ことが重要であるが,コ ンポーネントデザインと骨切 り面

形状の不一致によって回旋位置を調整せざるを得ないこと

がある。

Persolla(Zimmer社 )の圧骨コンポーネントは偶九切り面
形状からデザインされたアナ トミカルプレー トであり,左
右対称形1人である NexGen(Zimmer社 )よ り適切な回旋
設置が期待されるデザインである。

本研究の目的は Pel・sonaと NexGenのガ菫骨コンポーネン

トの回旋設置位置と臨床成績を比較検討することである。

対  象
内反型膝 OAに対して初回TKAを施行した 60膝 (Pe■
sona 30膝 ,NexGen 30膝)と した。手術手技は全 ,I PCL

を切除し,Measured resection techniqueを 用いた。1里骨

コンポーネントの回旋設置指標は Akagi's line(PCL謳 骨

付着部中央と膝蓋健内縁を結ぶ線)Fと した。

2群間の背景に有意差は認めなかった (表 1).

方  法
画像評価として,術前 CTに て Akagi's lineを 同定 (図 1)

し,それを術後 CTに投影させ,1里骨コンポーネント「
‐

後軸 (図 2)と の回旋角度を測定した。その絶対値誤■ 1

回旋 ミスマッチ角度 (図 3)と し,回旋 ミスマッチ角
=|

外旋 3度以内をNeutralと した場合の割合を調査した。

臨床評価としては,術前,術後 3ケ 月での可動域およ1‐

回旋 ミスマ ッチ角度は Pel・sona群 で平均 2.5度。}fl l

Gen群で 4。9度と有意にPersona群 で少なく,ま たはi

Symmetricデザインの圧骨コンポーネントの問題点ヒ _

て,極骨は左右非対称な形状であり
ま,適切な回旋位て■

置しても最大の骨被覆を得られない
」ことや,後恨1方・`ヽ

膝蓋腱内縁

JOA scoreを 用いた。

結  果

きも少ない結果となった (表 2).

Neutral設置の症 ,1も ,Persona群 で 8596であった11.1

対し,NexGen群では 2596と 有意に少ない結果となっFi
全症例の分布をみると,NexGenで は内旋設置となるif l
であった (表 3).

臨床評価については術後 3カ 月の可動域,JO」騰COre.1

有意差は認めなかった (表 3,4)。

考  察

PCL歴骨付着部中央
図 1

男性/女性

手続時平均年齢

平均FTA

平均可動域

伸展
屈曲

織前ごOA score

5策姜/25種姜

73.0± 12歳

184± 6度

…13,1± 6.9度

110.3圭 19.7度

62.3壼
= 17=3

3鐘薫 /27露姜

74_9± 16.1歳

186圭 6度

■4.2± 14.2度

113,7± 16ゃ3度

61,8±  13.2

図 2
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甕筵ミスマッチ 2.5圭 3.5度  4″9圭 12.9度  く0,05
, 角度  (内艘4鑽～外旋6度)(内鮭10度～外旋8度 }

識eutr彗書監燻肇  25談 (85%)   3糠 (25%)  く0・05

伸展  …1,7土
屈曲  115,7±

8.3度    -2.5± 7.5度

15.7度   115,8± 25.8度

n.s.

n.s,

‐瞳懸

苺震曲角度及び高度

強度・拘繊

表 4
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ovettlungや poplitetis tendollの インピンジを避けるため

に内旋設置になりやすい
いこと,過度な内施設置によって

疼痛を引き起こす
｀
などが報告されている。

本研究においても同様に,NexGenでは基準軸との回旋

ミスマッチも大きく.内旋設置になりやすい傾向であった。

しかしながら,Pel・sona群では NexGell群 と比べ,適切

な国旋位に設置されていた症,1が有意に多く,ア ナ トミカ

ルデザインの有用性が示された。

臨床成績については両群間に差はなく,ま た術後フォ

ローアップ期間が 3カ 月と短期間であるため,今後長期的
´
な経過観察が必要であると考えられる。

―一―籍落痛・階段昇降籠

彗落痛・歩行能

Pers*na

結  語
歴骨コンポーネントの回旋設置において,アナトミカル

デザインである Personaは 左右対称形状である NexGenと

比較して有意に正確であった。
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